
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 福井県などが位置する北陸地方では、古くから織物や漆器などの伝統産業が盛んです。この背景には、地域の気候と農業の関わりが深く影響し
ていますが、伝統産業が発展した主な要因として最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 夏に雨が少なく、稲作に代わる安
定した収入源が必要だったため

2. 広大な土地を利用して、大規模な
農場と工場を併設することができた
ため

3. 一年中温暖な気候を活かし、農作
業の合間に効率よく生産できたため

4. 冬の雪が多く、稲作ができない時
期の副業として行われてきたため

問2 石川県金沢市において、江戸時代から続く伝統的工芸品である加賀友禅の生産が、現在も受け継がれている歴史的な背景として、最も適切な説
明はどれですか。 （2017年 岐阜県公立入試 類似）

1. 明治時代に官営模範工場が設置さ
れ、西洋の技術を取り入れた機械化
が急速に進んだため

2. 加賀藩の歴代藩主が文化振興を奨
励し、優れた職人を招いて技術を保
護・育成したため

3. 日本海側の湿潤な気候を利用して
、原料となる綿花の栽培が江戸時代
から盛んに行われていたため

4. 北陸新幹線の開通に伴い、観光客
向けのお土産として近年になって新
たに開発されたため

問3 名古屋港の輸出品目の特徴と、その背景にある地域の産業状況について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 秋田県公立入試 類似）

1. 京浜工業地帯の化学工業が発達し
ているため、石油製品や医薬品の輸
出額が最も多い。

2. 中京工業地帯の自動車産業が集積
しているため、自動車や内燃機関の
輸出額が突出して高い。

3. 周辺にIC（集積回路）工場が多数
進出しているため、電子部品が輸出
の過半数を占めている。

4. 航空宇宙産業の世界的拠点である
ため、航空機類の輸出額が自動車を
上回っている。

問4 日本の中央部、内陸に位置するある県では、2022年の統計において、リンゴの収穫量割合が18.0パーセントで全国2位、ブドウの収穫量割合が
17.8パーセントで全国2位となっています。この県はどこですか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. 山梨県 2. 長野県 3. 青森県 4. 岡山県

問5 東海道新幹線のルートを東京都から大阪府に向かって順番にたどったとき、滋賀県を通過した後に現れ、終点である大阪府の隣に位置する都道
府県を答えなさい。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 京都府 2. 福井県 3. 兵庫県 4. 奈良県

問6 中部地方の地形的特徴について述べた次の文のうち、フォッサマグナに関する説明として最も適切なものはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. プレートの沈み込みによって太平
洋側に形成された、水深が非常に深
い海底の溝。

2. 飛騨山脈、木曽山脈、赤石山脈か
らなる、標高3000m級の険しい山々
が連なる地域。

3. 関東地方から九州地方にかけて、
日本列島を東西に長く貫いている巨
大な断層。

4. 新潟県から静岡県にかけて本州を
南北に分断するように位置し、地質
学的な境界となっている地帯。

問7 中部地方の4県（石川県、長野県、岐阜県、愛知県）の産業を比較した統計において、農業産出額のうち「米」の占める割合が約45％と最も高く
、一方で「果実」の割合がこの4県の中で最も低い数値を示している県はどこか、答えなさい。 （2023年 新潟県公立入試 類似）

1. 長野県 2. 愛知県 3. 岐阜県 4. 石川県

問8 北陸地方のある都市の統計において、十二月から二月にかけての降水量が月間三百五十ミリメートルを超えて突出して多く、同時期の気温が〇
度近くまで低下するという特徴が見られます。このような気候条件を持つ地域で、古くから伝統的な工芸品の製造が発達した理由として最も適
切な説明を選びなさい。 （2017年 高知県公立入試 類似）

1. 一年を通じて温暖な気候であり、
原材料となる植物の栽培と加工が冬
場に効率よく行えたから。

2. 冬の積雪により屋外での農作業が
困難になるため、屋内でできる手仕
事が農家の副業として定着したから
。

3. 夏の期間に雨が少なく乾燥するた
め、農作業の代わりに伝統的な技術
を用いた工業が発展したから。

4. 台風による被害が多く、農作物の
収穫が不安定だったため、安定した
収入を求めて重化学工業が発達した
から。

問9 静岡県では製紙・パルプ工業が全国有数の規模で発展していますが、富士市周辺でこの産業が発達した主な理由として、地形や自然環境の観点
から説明したものとして適切なものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 富士山の豊富な伏流水（地下水）
が利用可能であり、原料の運搬に便
利な港にも近かったため。

2. 大規模な水力発電所が集中してお
り、アルミニウム精錬に必要な安価
な電力が得られたため。

3. 台地が広がり、小麦の栽培に適し
ていたことから、加工食品の製造が
発達したため。

4. 原料となる良質な粘土が大量に採
掘でき、古くから陶磁器の生産が盛
んだったため。

問10 静岡県や愛知県付近の農業の特色について、統計資料において野菜の生産額が高い理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2023年 福岡県公立入試 類似）

1. 発達した交通網を活用し、大都市
の消費者に向けた野菜などの農産物
を効率よく出荷できるため

2. 広大な平野と大規模な水利施設を
利用して、機械化による低コストな
稲作を中心に行っているため

3. 年間を通じて温暖な気候を利用し
、輸出を目的とした果樹栽培が農業
産出額の大部分を占めているため

4. 冷涼な気候や標高の高い地形を活
かして、夏でも新鮮な高原野菜を栽
培することに特化しているため

問11 日本の冬の気候において、日本海側で世界的に見ても稀なほどの降雪が見られる要因を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 赤道付近で発生した熱帯低気圧が
日本海を北上し、大陸からの寒気と
混ざり合うことで大雪をもたらすた
め。

2. 太平洋側から吹く温かく湿った季
節風が、高い山脈を越える際に冷却
されて雪を降らせるため。

3. 冬に勢力を強める小笠原気団が日
本列島を覆い、日本海側の湿った空
気を急激に冷やすため。

4. 大陸からの冷たく乾燥した季節風
が、日本海を渡る際に水蒸気を取り
込み、山脈にぶつかって上昇するた
め。

問12 中部地方で1960年代に自動車工業が急速に発展した背景について述べた文として、最も適切なものを選んでください。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. 1990年の入管法改正にともない
、労働力として多くの日系外国人が
南米から移住してきたことで人手不
足が解消された。

2. 製鉄所や石油化学コンビナートが
近隣に立地し、自動車の製造に必要
な鉄鋼やプラスチックなどの材料を
確保しやすかった。

3. 高度な技術を持つ伝統工芸の職人
が、すべて手作業で部品を組み立て
る多品種少量生産の体制を確立した
。

4. 内陸の広大な土地にシリコンロー
ドと呼ばれる高速道路網が整備され
、IC（集積回路）の安定供給が可能
となった。

問13 日本の主な工業地帯・地域の中で、全国で最も多い製造品出荷額を誇る工業地帯があります。統計資料によると、この工業地帯の製造品出荷額
の約67パーセントを機械工業が占め、特に中心となる愛知県では、出荷額の約55パーセントを自動車などの輸送用機械が占めています。この工
業地帯の名称として正しいものを選択肢から選びなさい。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 中京工業地帯 2. 京浜工業地帯 3. 北九州工業地帯 4. 阪神工業地帯


